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＜連絡事項＞
・年末年始の作業療法お休み日についてのお知らせ
　今年度の年末年始は、作業療法室は1月1日(水)・2日(木)が休みとなります。なお12月30日(月)・31日(火)・1月3日(金)は通常営業で作業療法を行います。各自周知してください。
＜患者様連絡事項＞
・柿木　真吾様～継続指示薬　不穏・不眠時 レボトミン（25）１Ｔ　7回分、 アラミスト点鼻液 1 キット が処方となっています。　
・山下　幸子様～9：50父様に送られて帰院されています。12：00までの予定であったが、早く帰院されています。雪道だし早く送ってもらったと話しています。飲食物の持ち込みあり。ホッチキスを間違って持参されていたので預かりとしています。服薬の怠薬や間違いはなし。外泊中の様子についての記録は、父様が書けないので自ら記入してきたとの事。
＜要注目患者様＞
・鈴木　知子様～昨日昼食後より、「みんなに嫌われている感じがして、ホールに居たくない」「女の人が大勢いるから行きたくない」と入浴の拒否も見られ、不安・不穏時ダントスピロンクエン酸塩錠(10)1T服用されています。深夜帯1：00「ちょっとは寝たけど苛々もあるし、聴こえてくるんだよ」と話しています。具体的に聞くが答える事ができずにいます。6：00起床後は、ホールで過ごし外泊時に購入するものをメモしています。他の女性患者様から話しかけられるが交流をもとうとせず。本人より「生理が来たかもしれないです」「だからイライラすると思います」と話しています。日中は、昼食へ移動されずどうしたのか尋ね、食事を勧めると、「あのＮ（男性患者様）がよ！臭いって喋るんだじゃ！男の人の顔みたくねえ！皆も喋ってるじゃ！」と易怒性見られています。臭くない事を伝えるも「食わねえじゃ！」と頑なに拒否されています。服薬はスムーズに応じています。その後は自室で過ごされています。午後の作業は、拒否され自室で過ごされています。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・戸賀沢　潔様～他患者へ物をたかる行為あり、介入を要しています。私物でコーヒーはあるが、自己管理が困難なため詰所預かりとなっており、決められた時間以外でもコーヒーを飲みたくなり物をたかっているようです。精神病症状の再燃はなく経過しています。処方は継続です。年明けから治験薬を導入していく予定です。現在の制限事項はありません。
・原　吉郎様～幻聴体験は1日1～2回くらいで内容は聞き取れないと話しています。処方
は継続です。
・佐々木　淳様～最近は不機嫌さ目立たず、むしろやや多弁さが見られることがあります。

歩行は不安定で転びやすく介入や見守りを要するが、介入を拒否することも毎回ではないが見られています。診察時は易怒性なく話しています。

処方は継続です。
＜馬渡Ｄｒ退院支援委員会＞

・戸賀沢　潔様～家族様は施設入所を希望されていますが、他者との物のやり取りや逸脱行為などがあり、施設のルールを守れない可能性があります。また糖尿病があることから入所できる施設は限られています。

・原　吉郎様～家族は自身の持病がある事から、施設入所を希望しています。以前青山荘へ体験利用していますが、拒否が続いており、ここ最近も青山荘へは行かないと発言聞かれています。入所できる施設を検討していきましょう。

・佐々木　淳様～弟様は施設の申し込みはしておらず、計画相談へ行かれた様子です。12/27(金)14時、生活介護の中野渡さんとふれあいプラザのタザワ様が来院し本人と面会予定となっています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞
・三上　勇様～一昨日、転倒し右上眼瞼部2ヶ所裂傷あり、昨日は少量の出血痕あり、ガーゼ汚染もみられる事から、入浴は見合わせ更衣のみ行っています。眼鏡のレンズを片方紛失しており、捜索してもみつかっておらず、眼鏡作成については、年明けに検討していきます。
・上村　みわ様～血圧は150前後で経過、脈拍も安定しています。日課等は、参加出来ています。
・石橋　佐太史様～昨日、妹様の面会があり、シャンプーの詰め替え、小遣い3000円の差し入れあり。また、兄様と母様が帰ってきている為、兄様と相談して外出へ連れていけるなら、日程決まり次第連絡をくれるとの事。身体的不調はなく、夜間の睡眠もとれ食事も摂れています。服薬自己管理を行っているが、間違わずに服用できています。定期薬セット時、スタッフに声を掛けず、ボードを置いたままにしている事があります。
・沼端　恵子様～夜間は頓服を使用する事は少なく、睡眠もとれています。夜間のトイレ覚醒時ショーツの汚染はありますが、失禁は見られません。独語・放歌はありますが、易怒性なく経過しています。
・滝田　英人様～昨日、昼食前の血圧測定で88～90台前半で経過しています。「何だか、具合悪いような…」と話しています。21：30部屋でお菓子を食べているのを確認。以後ホールに来られ小声から大声の独語が続いています。迷惑行為である事、声のトーンを低くするよう促していますが、一時的にトーンが低くなるのみで不眠となっています。
その後は、再入眠され7：30起床後は、スタッフの声かけにも返事をせず、大声で独語しています。
＜安ヶ平Ｄｒケース退院支援委員会＞

・上村　みわ様～要介護1の判定が出ているので、弟様へ入所できる施設を探してもらえ

る様すすめていきましょう。

・滝田　英人様～家族遠方であり協力が得られず、施設入所を希望しています。ＡＤＬは自立していますが、独語や日課への遅れ、夜間帯の睡眠の不安定さがみられ受け入れ先が決まっていない状況です。

・三上　勇様～要介護1で通知が届いていますので、今後の施設申し込みや金銭管理等の

部分で成年後見人の申し立て（市長申し立て）を検討するため、障害福祉

課へ相談し申し立て可能とのことで、手続き進めていきます。

・沼端　恵子様～家族が高齢となっているため、受け入れ困難のため施設入所となっていますが、残存欠陥状態であり、日常生活に支障をきたす事があり見守りが必要な状態となっており、受け入れる施設がない状況です。

・中川原　義雄様～介護度1の判定が付いた為、入所できる施設を検討していきましょう。

・石橋　佐太史様～家族は施設入所(青山荘)を希望しています。
＜皮膚科＞
・三上　勇様～両趾間に発赤、落屑あり、テルビナフィンクリーム塗布の指示を受けてい
ます。ヘパリン類似物質油性クリーム　4本、ケルガー液　1本、テルビナ
フィンクリームが1本処方処方となっています。

・佐々木　淳様～ゲンタマイシン軟膏　2本、デルモゾールＤＰ軟膏　2本が処方となっています。
・原　吉郎様～ロコイド軟膏　1本が処方となっています。
・沼端　恵子様～両足底部の鶏眼を切除予定でしたがスピール膏が上手く貼れておらず、来年の1/6（月）両足底　スピール膏貼付、1/9（木）鶏眼摘除予定としています。
・山下　幸子様～テルビナフィンクリームが1本処方となっています。
・小笠原　文人様～ヘパリン類似物質油性クリームが2本処方となっています。
・戸賀沢　潔様～ヘパリン類似物質油性クリームが2本処方となっています。
・小田　タネ様～ケルガー液　1本、ウリモックスクリームが1本処方となっています。
・柿木　真吾様～鼻口部に発赤あり、デルモゾールＤＰ軟膏を薄く塗る様にとの指示あります。病名は急性湿疹です。
・十日市　利喜様～両手指の膿皮症は治癒となっています。（残っている軟膏が無くなるまでは塗る様にとの事）
※次回の皮膚科診察は、2週間後の1/9（木）となります。
